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当
協
会
学
術
部

で
行
う
臨
床
研
究

へ
の
参
加
、
協
力

を
お
願
い
す
る
た

め
に
い
く
つ
か
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪

問
し
て
い
る
。
い

ず
れ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
患
者
数

の
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ

の
規
模
は
自
院
と
大
き
な
違
い

は
な
く
、
訪
問
す
る
と
安
心
感

を
覚
え
る
。
し
か
し
、
近
い
将

来
、
こ
の
風
景
が
大
き
く
変
貌

す
る
か
も
し
れ
な
い
▼
今
後
、

設
備
を
充
実
さ
せ
、
複
数
の
医

師
を
配
置
し
た
、
新
し
い
形
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
増
え
て
い
く
よ

う
に
思
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
診
療
支
援

体
制
が
構
築
さ
れ
、
入
院
施
設

は
な
い
も
の
の
、
最
初
の
診
察

か
ら
検
査
、
治
療
ま
で
一
施
設

で
完
結
で
き
る
体
制
を
有
す
る

よ
う
に
な
る
と
想
像
で
き
る
。

特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
、
前

述
の
多
機
能
を
有
す
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
基
幹
病
院
へ
の
二
極
化

が
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
▼
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
分
布

や
形
態
が
変
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
現
行
の
医
療
制
度
に
ま
で

影
響
が
及
ぶ
こ
と
の
な
い
よ
う

に
願
い
た
い
。
特
に
日
本
の
優

れ
た
医
療
制
度
を
特
徴
づ
け
て

い
る
、
医
療
機
関
へ
の
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
で
き
る
限
り
維
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
▼
一
方
で
、

自
院
を
含
め
た
地
域
に
密
着
す

る
従
来
型
の
小
規
模
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
、
こ
れ
か
ら
も
存
続
し
て

い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
若
年
層

の
読
書
離
れ
や
デ
ジ
タ
ル
化
の

台
頭
な
ど
時
代
の
波
に
飲
ま

れ
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
姿
を

消
し
た
町
の
小
さ
な
本
屋
さ
ん

の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い
る
。

（
Ｓ
Ｙ
）

田中麻衣子
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熊本地震・千葉豪雨

資格確認書やマイナ保険証が
なくても受診可能

協
会
Ｈ
Ｐ
に
保
険
点
数
の

協
会
Ｈ
Ｐ
に
保
険
点
数
の

問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
新
設

問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
新
設

お
電
話
と
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

お
電
話
と
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

医
療
と
司
法
の
タ
ッ
グ
を

一
部
保
険
外
療
養
を
問
題
視

日
弁
連
と
の
懇
談

日
弁
連
と
の
懇
談

で
あ
る
―
と
提
言
し
た
こ
と
を

受
け
、
カ
ナ
ダ
で
普
及
し
て
い

る
「
Ｈ
Ｊ
Ｐ
（
医
療
者
と
法

律
の
連
携

：H
ealth Justice 

Partnership

）」
に
つ
い
て
紹

介
。
Ｈ
Ｊ
Ｐ
は
医
療
と
法
律
を

軸
と
し
た
地
域
連
携
の
こ
と
を

指
し
、
▽
直
接
的
な
法
的
サ
ー

ビ
ス
、
▽
専
門
家
教
育
、
▽
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
（
政
策
提
言
）
―

を
３
本
柱
と
し
て
い
る
。

　

実
践
的
な
例
と
し
て
、
４
つ

て

報
告

さ

れ

た
。
日
弁
連
が

２
０
２
３
年
の

人
権
擁
護
大
会

に
お
い
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｈ
（
健
康
の

社
会
的
決
定
要

因

：T
he Social

D
eterm

inants 

of H
ealth

）
へ

の
取
組
み
と
し

て
、
①
医
療
者

に
よ
る
地
域
の

現
場
で
の
多
職

種
と
連
携
し
た

「
社
会
的
処
方
」

の
実
践
、
②
医

学
・
法
学
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
強
化
が
必
要

の
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
法

律
事
務
所
）
と
連
携
し
て
い
る

セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
ズ
病
院
が

示
さ
れ
た
。
住
居
の
立
ち
退
き

や
Ｄ
Ｖ
、
雇
用
と
い
っ
た
患
者

の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね

な
い
問
題
に
つ
い
て
、
電
子
カ

ル
テ
上
の
チ
ェ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ム

に
入
力
さ
れ
た
内
容
が
法
律
事

務
所
へ
転
送
さ
れ
、
法
律
家
が

患
者
に
直
接
連
絡
を
取
る
こ
と

に
よ
り
、
解
決
に
つ
な
げ
る
と

い
う
実
践
例
を
紹
介
し
た
。

　

猪
股
弁
護
士
は
「
日
本
で
も

Ｈ
Ｊ
Ｐ
の
仕
組
み
が
必
要
」
と

し
、
実
践
し
て
い
く
た
め
に
、

現
状
で
は
医
療
者
・
法
律
家
双

方
に
連
携
が
必
要
と
の
認
識
が

希
薄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
双
方
が
集
ま
る
場
を
設
け
る

こ
と
や
基
盤
づ
く
り
、
双
方
に

共
通
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
や

研
修
の
設
定
な
ど
、
今
後
の
課

題
を
挙
げ
た
。

高
額
療
養
費
の

負
担
増
「
進
め
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
」

　

今
年
３
月
に
日
弁
連
よ
り
発

表
さ
れ
た
「
人
権
保
障
の
観
点

か
ら
高
額
療
養
費
制
度
の
改
定

案
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る

会
長
声
明
」
に
つ
い
て
、
長
岡

健
太
郎
弁
護
士
（
人
権
擁
護
委

員
会

障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
禁
止
法
制
に
関
す
る
特
別

部
会

副
部
会
長
）が
説
明
。「
負

担
上
限
額
引
き
上
げ
の
影
響
は

必
ず
出
て
く
る
は
ず
で
、
今
の

ま
ま
進
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
患
者
団
体
と
も
連
携
し
た

う
え
で
、
日
弁
連
と
し
て
も
で

き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」

と
し
、
引
き
続
き
対
抗
し
て
い

く
立
場
を
示
し
た
。

　

小
柳
理
事
は
高
額
療
養
費
制

度
の
上
限
額
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、「
現
役
世
代
の
が
ん
患
者

の
中
に
は
子
育
て
の
た
め
治
療

の
優
先
順
位
を
下
げ
て
し
ま
う

人
も
い
る
。
受
診
控
え
を
な
お

ざ
り
に
す
る
の
は
大
問
題
だ
」

と
し
て
、
患
者
の
切
実
な
要
望

を
置
き
去
り
に
し
た
改
悪
を
批

判
し
た
。

（
２
面
に
続
く
）

　

協
会
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー

ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
診
療

報
酬
に
関
す
る
情
報
発
信
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
会

員
の
先
生
方
が
ご
質
問
し
や
す

い
よ
う
、
８
月
よ
り
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
保
険
点
数
に
関
す

る
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
を
新
設
し

ま
し
た
（
会
員
ペ
ー
ジ
内
。
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。
医
科
・
歯

科
に
お
け
る
保
険
点
数
に
関
す

る
ご
質
問
が
あ
れ
ば
問
合
せ
フ

ォ
ー
ム
も
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
い

た
だ
い
た
ご
質
問
に
は
、
後
日

お
電
話
で
回
答
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
回
答
ま
で
お
時
間
を
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

順
次
回
答
の
ご
連
絡
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
関
係
で
、
回
答

の
日
時
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
お

急
ぎ
の
場
合
は
協
会
ま
で
お

電
話
（
℡

０
４
５-

３
１
３-

２
１
１
１
）
く
だ
さ
い
。

　

は
じ
め
に
辻
泰
弘
弁
護
士

（
貧
困
問
題
対
策
本
部

本
部
長

代
行
）
よ
り
、
こ
の
間
の
日
弁
連

の
取
組
み
と
し
て
１
月
に
開
催

さ
れ
た
医
療
ア
ク
セ
ス
保
障
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
「
高

額
療
養
費
制
度
」
に
関
す
る
声

明
に
つ
い
て
紹
介
。
「
医
療
ア

ク
セ
ス
は
重
要
な
人
権
と
考
え

て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
（
辻
弁

護
士
は
所
用
の
た
め
中
座
）。

　

続
い
て
田
辺
理
事
長
よ
り
懇

談
の
場
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に

謝
意
を
示
す
と
と
も
に
、
現
在

の
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
に
言

及
。「
患
者
負
担
を
減
ら
す
ど

こ
ろ
か
増
や
す
政
策
が
進
め
ら

れ
て
い
る
」
と
し
て
窓
口
負
担

解
消
に
逆
行
す
る
流
れ
を
危
惧

し
た
。

医
療
と
法
律
の
連
携

カ
ナ
ダ
で
の
実
践

　

は
じ
め
に
猪
股
正
弁
護
士

（
貧
困
問
題
対
策
本
部

副
本
部

長
）
か
ら
カ
ナ
ダ
視
察
に
つ
い

　

６
月
２４
日
、
協
会
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
日
弁
連
）
貧
困
問
題
対
策
本
部

と
、
弁
護
士
会
館
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
に
て
「
患
者
窓
口
負
担
」
や
「
一
部
保
険
外

療
養
」
の
問
題
等
を
テ
ー
マ
に
懇
談
を
行
っ
た
。
日
弁
連
か
ら
は
辻
泰
弘
本
部

長
代
行
を
は
じ
め
６
名
が
会
場
出
席
し
、
協
会
か
ら
は
田
辺
理
事
長
、
湯
浅
・

二
村
両
副
理
事
長
、
藤
田
・
小
柳
両
理
事
が
出
席
し
た
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
含
む
出
席
者

の
詳
細
は
２
面
）。
医
療
費
の
窓
口
負
担
「
ゼ
ロ
の
会
」
が
つ
な
ぐ
日
弁
連
と

の
懇
談
は
２
０
２
４
年
に
続
き
２
度
目
と
な
る
。

　「令和8年熊本地震の被災者」並びに「8月13日に千葉県内で発生　「令和8年熊本地震の被災者」並びに「8月13日に千葉県内で発生
した豪雨の被災者」がマイナ保険証、資格確認書等を紛失したり、した豪雨の被災者」がマイナ保険証、資格確認書等を紛失したり、
家に残したまま避難された場合でも氏名、生年月日、連絡先などを家に残したまま避難された場合でも氏名、生年月日、連絡先などを
医療機関窓口で伝えればそのまま受診できる。厚労省が事務連絡を医療機関窓口で伝えればそのまま受診できる。厚労省が事務連絡を
出した（熊本地震は7月28日付、千葉豪雨は8月14日付）。出した（熊本地震は7月28日付、千葉豪雨は8月14日付）。
　また、「令和8年熊本地震」で被災された方々の医療　また、「令和8年熊本地震」で被災された方々の医療
機関等での窓口での支払いは不要。詳細は機関等での窓口での支払いは不要。詳細は右記QRコー右記QRコー
ドドからからご確認いただきたい。ご確認いただきたい。

「熊本地震」、「千葉豪雨」「熊本地震」、「千葉豪雨」

救援募金にご協力を救援募金にご協力を
　この度の熊本地震および千葉豪雨で被災された皆様に心　この度の熊本地震および千葉豪雨で被災された皆様に心

よりお見舞い申し上げます。よりお見舞い申し上げます。

　神奈川県保険医協会は、熊本地震および千葉豪雨により　神奈川県保険医協会は、熊本地震および千葉豪雨により

甚大な被害を被った該当協会に属する被災会員を救援する甚大な被害を被った該当協会に属する被災会員を救援する

ための募金を、下記の通り実施することにいたしました。ための募金を、下記の通り実施することにいたしました。

この救援募金は当会がとりまとめ、その全額を被災協会とこの救援募金は当会がとりまとめ、その全額を被災協会と

被災会員へ寄付することとしています。会員の皆様のご理被災会員へ寄付することとしています。会員の皆様のご理

解とご協力をお願いいたします。解とご協力をお願いいたします。

※ 当該募金は寄付金控除ができませんが、経費扱いとなります。※ 当該募金は寄付金控除ができませんが、経費扱いとなります。

―救援募金の協力方法――救援募金の協力方法―
受付期間受付期間　9月末まで（第一次）　9月末まで（第一次）
募 金 額募 金 額　一口3,000円（何口でも可能）　一口3,000円（何口でも可能）
募金方法募金方法　 郵便振込みまたは銀行振込み　 郵便振込みまたは銀行振込み
※ 通信欄に「募金」とお書きください。募金先にご指定がある場合※ 通信欄に「募金」とお書きください。募金先にご指定がある場合
は、「熊本地震」もしくは「千葉豪雨」とお書きください。は、「熊本地震」もしくは「千葉豪雨」とお書きください。「募金」「募金」
のみのみ記入の場合は当会が責任を持って配分させていただきます。記入の場合は当会が責任を持って配分させていただきます。

【郵便振込みの場合】
〈加入者名〉神奈川県保険医協会

〈口座番号〉00260‐2‐2220

◇振込用紙を使用し、通信欄に「募金」とご記入ください。

【銀行振込みの場合】
〈振込口座〉横浜銀行　横浜駅前支店

　　　　　  普通預金　0181890

　　　　　  カナガワケンホケンイキョウカイ

＊いずれの場合も振込手数料のご負担をお願いします。＊いずれの場合も振込手数料のご負担をお願いします。

お問合せ：神奈川県保険医協会お問合せ：神奈川県保険医協会℡℡ 045‐313‐2111045‐313‐2111

トップページのこのバナーからアクセス

フォームに入力する項目（抜粋）

・医療機関名
・会員氏名
・担当者名
・希望する連絡先
・繋がりやすい時間帯　　　　　　など

上段：左から尾藤弁護士、堺弁護士、猪股弁護士、村上弁護士、森弁護士
下段：左から藤田理事、湯浅副理事長、小柳理事、二村副理事長

神奈川県保険医協会会員数（8月19日現在）6,548名（医科：3,968名、歯科：2,580名）


